
令和 8年度前期日程入学試験問題 数学D の解答例
以下は計算方法や論述の一例です.

1

(1) y′ = 2(x+ 1)2 + (2x− 1) · 2(x+ 1) = 2(x+ 1) · 3x = 6x(x+ 1) より, x = 1 における接線
の傾きは 12. よって, 求める方程式は y − 4 = 12(x− 1), y = 12x− 8 である.

(2) f ′(x) =
(
(tanx)−1

)′
= −(tanx)−2 · (tanx)′ = − 1

tan2 x
· 1

cos2 x
= − 1

sin2 x
となるから,

f ′
(π
4

)
= −2

(3) (3-i)

∫ e

1

(log x)3

x
dx =

1

4
[(log x)4]e1 =

1

4

(3-ii) 部分積分法により∫ 1
2

0
2 log(2x+ 1)dx = [(2x+ 1) log(2x+ 1)]

1
2
0 −

∫ 1
2

0
(2x+ 1) · (2x+ 1)′

2x+ 1
dx

= (2 log 2− 0)−
∫ 1

2

0
2dx = 2 log 2− 1

(4) 与えられた複素数は, cos
π

4
+ i sin

π

4
と −2 = 2(cosπ + i sinπ) の積で表せる. したがって,

求める極形式は

2(cosπ + i sinπ)
(
cos

π

4
+ i sin

π

4

)
= 2

(
cos

5

4
π + i sin

5

4
π

)
となる.



2

(1) (1-i) コインを無作為に 1つ選んで投げて, 表が出る事象を H とおき, 求める確率を P (H)

とおく. A を選んで (確率 1

2
), 表が出る確率は 1

2
· 1
2
=

1

4
. B を選んで (確率 1

2
), 表が

出る確率は 1

2
· 3
5
=

3

10
. よって,

P (H) =
1

4
+

3

10
=

5 + 6

20
=

11

20

(1-ii) Aを選ぶ事象を X とする. 求める確率は PH(X) であるから,

PH(X) =
P (H ∩X)

P (H)
=

1
2 · 1

2
11
20

=
1

4
· 20
11

=
5

11

(2) (2-i) 0 = (
#–

a − 2
#–

b ) · (−7
#–

a +
#–

b ) = −7| #–a |2 +15(
#–

a · #–

b )− 2| #–b |2 = 8− 2| #–b |2 より, | #–b |2 = 4,

| #–b | = 2 となる.

(2-ii) 1 =
#–

a · #–

b = | #–a || #–b | cos θ = 1 · 2 · cos θ より, cos θ =
1

2
である.
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(1) a2 =
1

1 · a1 + 2
=

1

2
, a3 =

2

2a2 + 2
=

2

3
, a4 =

3

3a3 + 2
=

3

4

(2) (2-i) 前問 (1) の結果から

an =
n− 1

n
(n = 1, 2, 3, · · · ) ······ 1⃝

と推定される. この等式が正しいことを数学的帰納法で示す.

[1] n = 1 のとき, a1 =
1− 1

1
= 0 となるから, n = 1 のとき正しい.

[2] n = k のとき正しいと仮定すると,

ak+1 =
k

kak + 2
=

k

k · k−1
k + 2

=
k

k + 1

となる. これは n = k + 1 のときも 1⃝ が成り立つことを示している.

[1], [2] から, すべての自然数 n について 1⃝ は成り立つ.

(2-ii) (an)
n =

(
n− 1

n

)n

=

((
1− 1

n

)−n
)−1

→ e−1 (n → ∞) となる.
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(1)

sinα− 1

2
tanα = sinα

(
2 cosα− 1

2 cosα

)
=

sinα
(
cosα− 1

2

)
cosα

······ 1⃝

となる. 0 < α <
π

2
の範囲では sinα > 0, cosα > 0 であるから, 右辺が 0 となる α は

cosα− 1

2
= 0 すなわち, α =

π

3
である.

(2) 2曲線の交点の x 座標は sinx =
1

2
tanx の解であるから, x = 0,

π

3
. また, 0 ≦ x ≦ π

3
にお

いて, 上記の 1⃝ 式と同様に考えれば, sinx ≧ 1

2
tanx であることがわかる. よって, 求める

面積 S は

S =

∫ π
3

0

(
sinx− 1

2
tanx

)
dx =

∫ π
3

0

(
sinx− 1

2

sinx

cosx

)
dx

=− [cosx]
π
3
0 +

1

2
[log(cosx)]

π
3
0 =

1

2
+

1

2
log

1

2
=

1

2
(1− log 2)


